
令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉171

図示位置図

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事

（出典：国土地理院ウェブサイト） 

業務箇所

S=1:5000位置図
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉171

図示橋梁一般図

側面図

G2

G1

G3

桁長・床版長 12000

200 支間長 11600 200

橋長・床版長 12050

200 支間長 11600 200

桁長 1200030

A1

露岩

石張

石張

Co

石積

崩れ

Co
40

橋長 12040

230 床版長 12050

200 支間長 11600 200

桁長 12000

床版長 12050(12000)

A1橋台

1：
0.35

87
5

4
0
0

6
95

5
8
0

250 4000 250230

4500

700 2300 1070 430

3500 1000

12000

18
0

250 3200 250

8
7
0

8
7
0

下部工

A2橋台

250 4000 250

4500

6
2

6
2

10
0

20
0

1
00

20
0

62

A1側支点部

上部工

橋梁一般図

平面図

桁下面図

A2

4500

250 3200 250

A2側支点部

700 2300 700

3700

10
0

20
0

10
0

2
00

6
3

6
3

S=1:60

S=1:60

S=1:60

S=1:50

S=1:50

500

1：
0.35

1：
0.
45

30(0) 20(0)

220

220

橋長 12050

橋長 12050(12040)

0(40)

1
5
0

1
5
0

1：
0.

35

230505505

1：
0.45

220
500

1：
0.
45

220

4
0
0

1
5
0

4
0
0

1
5
0

20

M
F

橋梁諸元

橋 梁 名

橋梁番号

所 在 地

路線種別

路線番号

路線名称

緊急輸送路指定 なし

25t 指定 なし

上部工形式 鋼I桁橋

下部工形式 半重力式橋台×2基

基礎工形式 直接基礎

橋    長 12.05m(上流側)、12.04m(下流側)

桁    長 12.0m

最大支間長 11.6m

有効幅員 3.2m(一般部)、4.0m(拡幅部)

全 幅 員

橋 面 積  46.5m

架 設 年 昭和42年 3月

適用示方書 昭和39年鋼道路橋設計示方書

設計活荷重 TL-9t

地盤種別 ー

斜　　角

2

90°00’00”

竹平橋

川又中内線

5902

市町村道

徳島県名西郡神山町下分竹平

250 3200 250

中間横桁部

1
0
0

20
0

10
0

20
0

700 700

3700

2300

3700

3.7m(一般部)、4.5m(拡幅部)

230

橋長 12040

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉172

図示補修工一般図

1：
0.35

1：
0.
45

橋長 12105(12090)

側面図

G2

G1

G3

65 桁長・床版長 12000 25

橋長 12090

200 支間長 11600 200

20 床版長 12050 35

橋長 12105

200 支間長 11600 200

桁長 12000 2030

A1

露岩

石張

石張

Co

石積

崩れ

Co
65

橋長 12090

20 床版長 12050 35

橋長 12105

200 支間長 11600 200

20(65) 床版長 12050(12000) 35(25)

30(0) 桁長 12000 20(0)

A1橋台

1：
0.35

1：
0.
35

87
5

9
70

6
95

11
5
0

250 4000 250 475560300475 560 300

4500

700 2300 1070 430

3500 1000

床版長 12000 25

18
0

15
5
0

250 3200 250 300780300

87
0

9
0
0

87
0

9
0
0

下部工

A2橋台

250 4000 250

4500

62 62

1
0
0

2
0
0

10
0

1
8
5

6
2

A1側支点部

補修工一般図

平面図

桁下面図

A2

4500

250 3200 250

中間横桁部

10
0

2
00

10
0

2
00

S=1:60

S=1:60

S=1:60

S=1:50

300 780 300

1
55
0

15
5
0

1
5
50

M
F

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事

塗替塗装工

伸縮装置工

工　　種記　号

凡例

塗替塗装工 主桁、端横桁、中間横桁

A1、A2橋台橋座前面

A1、A2橋台胸壁

A1、A2橋台上

断面修復工(鉄筋露出) 床版

胸壁工

縁端拡幅工

支承取替工

補修部位

A1、A2遊間伸縮装置工

橋面排水管設置工

旧橋面排水孔コンクリート充填工

縁端拡幅工

胸壁工

胸壁工

伸縮装置工

縁端拡幅工

伸縮装置工 伸縮装置工

250 3200 250

700 2300 700

3700

1
00

2
0
0

1
0
0

2
0
0

63 63

700 700

3700

2300

胸壁工 胸壁工

胸壁工 胸壁工
縁端拡幅工 縁端拡幅工

断面修復工(鉄筋露出) N=7

胸壁工 胸壁工

縁端拡幅工縁端拡幅工 縁端拡幅工

縁端拡幅工縁端拡幅工 縁端拡幅工

3700

胸壁工 胸壁工

上部工 S=1:50

3700

3700

A2側支点部

排水管設置工

排水管設置工

排水管設置工

Co充填工

Co充填工

A1
A2

隙間充填工

袖ビーム取替工

A2上流側袖ビーム袖ビーム取替工

橋梁諸元

橋 梁 名

橋梁番号

所 在 地

路線種別

路線番号

路線名称

緊急輸送路指定 なし

25t 指定 なし

上部工形式 鋼I桁橋

下部工形式 半重力式橋台×2基

基礎工形式 直接基礎

橋    長 12.090m(上流側)、12.105m(下流側)

桁    長 12.0m

最大支間長 11.6m

有効幅員 3.2m(一般部)、4.0m(拡幅部)

全 幅 員

橋 面 積  46.7m

架 設 年 昭和42年 3月

適用示方書 昭和39年鋼道路橋設計示方書

設計活荷重 TL-9t

地盤種別 ー

斜　　角

2

90°00’00”

竹平橋

川又中内線

5902

市町村道

徳島県名西郡神山町下分竹平

3.7m(一般部)、4.5m(拡幅部)

神山町下分字竹平
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塗装工程

素地調整

塗料名

有機ジンクリッジペイント

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

使用量

(g/m2)

600

240

240

170

140

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

塗装仕様

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

 58m

単位 数量 摘要工　種

数量表

Rc-Ⅰ塗装系

仕　様

2
塗装塗替工

A1側支点部

断面図 S=1:25

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉173

図示塗替塗装工図

G2

G1

G3

65 桁長・床版長 12000 25

橋長 12090

200 支間長 11600 200

20 床版長 12050 35

橋長 12105

200 支間長 11600 200

桁長 12000 2030

A1

平面図

A2

S=1:50

12000

A A

A A

12000

A-A

a-a

a

b

a

b

12000

b-b

3970

4375

塗替塗装工図

4780

3970

4778

c-c

d-d

c

d

c

d

④⑤⑥

①②③

2
0
0

5
6
0

2
00

2
00

4
27

2
0
0

①

③

①

④

④

②

B-B

⑤⑥

⑦ ⑧⑨ ⑨

③③

⑥

③ ③

⑦⑨ ⑨

⑦

③ ③

⑦　 4-[ 250×90×9×13×2270

①　 4-Flg PL 300×25×12000

②　 2-Web PL 560×9×12000

③　12-PL 90×560

⑨　 4-Guss PL 200×9×220 NET70%

④　 2-Flg PL 200×10×4375

⑧　 1-[  250×90×9×13×1040

  　24-HTB  M20×55

  　 6-HTB  M20×55

⑤　 1-Web PL 427×9×4375

⑥　 2-PL 90×427

B

B

⑧

  　12-HTB  M20×55

700 2300 1070 430

A1側支点部

中間横桁部

700 2300 700

700 2300 700

塗膜除去工(塗膜剥離剤)＋1種ケレン相当

⑦

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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A1 A2

②

④

G2

G1

G3

①

③

⑤ ⑦⑥

：断面修復工(鉄筋露出)

NEXCO構造物施工管理要領

試験項目 基準値

硬化収縮性

コンクリートとの

熱膨張性 断面修復材の熱膨張係数は2×10 -5/℃以下であること

断面修復材の外観

圧縮強度 補修設計で定めた設計基準強度以上

断面修復材(左官工法)の性能照査項目

硬化時間 断面修復時の固化時間は1時間以上であること

2

断面修復材は均一で、われ、はがれ、ふくれがないこと

・断面修復材の硬化収縮率は0.05%以下であること

・硬化伴う発熱により反りかえりがないこと

コンクリートと断面修復材との付着強度は、1.5N/mm

以上であること

塗装塗膜との付着性 塗膜と断面修復材との付着強度は、1.0N/mm 以上である

こと

試験体の履歴条件

温冷繰り返し試験後

硬化収縮試験後

湿潤時

耐アルカリ性試験後

温冷繰り返し試験後

－

－

－

温冷繰り返し試験後

付着性

1 100 100 40

2 100 100

3 100 100

4 200 100

5 100 200

6 50 50

7 100 100

No
幅

W(mm)

長さ

L(mm)

深さ

t(mm)

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉174

図示補修工図

鉄筋露出部の調査

鉄筋 の 錆落 とし・ 清掃

鉄筋表面 に 防錆材 を 塗布

コンクリート 表面 にプライマー 塗布

ポリマーセメントモルタルを 充填

養 生

START

END

施工手順

(鉄筋露出部)

プライマー工

(ポリマーセメントペースト)

防錆処理工

(エポキシ樹脂系防錆剤)

断面修復工

(ポリマーセメントモルタル)

カッター目地 10mm程度カッター目地 10mm程度

配力筋 

主鉄筋

(鉄筋露出部)

断面修復工要領図

補修工図

平面図 S=1:25

S=1:5

注）鉄筋露出部のはつり深さは、設計上、

　　鉄筋が半分程度露出するように40mm

　　と想定しているが、発生部位によっ

　　て鉄筋のかぶりにばらつきがあると

　　考えられるので、鉄筋の半分程度を

　　目安にはつりを行うものとする。

断面修復工寸法表

40

40

40

40

40

40

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉175

図示下部工構造図

4500

11
5
0

8
7
5 69
5

3500 1000

9
7
0

1
8
0

4500

C

C

A1橋台

正面図(G-G)

A

A

B

B

1070

4
75

30
0

4500

2300700 430

平面図(C-C)

56
0

4500

42
5

580

42
5

580

42
5

420

3700

3700

A2橋台

正面図(H-H)

D

D

E

E

8
7
0

9
0
0

1
00

下流側 上流側

3700

2300700 700

3
0
0

60

7
2
0

3
0
0

3
6
0

平面図(F-F)

3700

580

35
0

580

35
0

1：
0.35

300

475 560 300

87
5
(6
9
5)

97
0
(1
1
50
)

303

1
5
50

67
5
(8
55
)

A-A（B-B）側面図

下部工構造図 S=1:25

480(730)300720

60300

360

1
5
50

8
7
0

6
80

5
0

95
09
0
0

1
00

293

D-D（E-E）側面図

830(1080)

※ ( )内の数値は、E-E側面を表す。

※ ( )内の数値は、B-B側面を表す。

7
30

4
80

F F

護岸

凡例）

:胸壁工

:縁端拡幅工

:均しコンクリート工

:沓座モルタル工

:コンクリート張工

1
00

G G
H H

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

1
00

　 位置は、現況橋座前面よりA1橋台では560mm、A2橋台では780mm下がった位置をコン

　 現況床版端面との離隔が、20mm以下もしくは75mm以上となる場合は、胸壁位置の見

　 直しを行い、現況床版との離隔が20mm～75mmの範囲に収まるように調整を行うこと。

※ 既設上部工は回転により橋台と平行ではないことから、新たに構築する胸壁の前面

　 トロールとする。

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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61

6
77
(
49
7
)

320

160

31
3

190

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉176

図示A1橋台胸壁及び縁端拡幅配筋図

70 230 13@300=3900 230

4500

70

70 13@300=3900 230

185 12@300=3600 265265

230 70

185

92.5 8@300=2400 3@300=1200

702309@300=270023070

185 265 12@300=3600 265 185

3000

B-B 断面図 S=1:20

D16P 3

D16P 4

D16P 2

P 2

3P

A1橋台胸壁及び縁端拡幅配筋図

C-C 断面図 S=1:20

D-D 断面図 S=1:20

1500

10
0

1
50

2
@2
3
5=
4
70

1
50

1
00

9
70

70 230 3@300=900

230 185

92.5

205 95

9
7
0(
1
15
0
)

60
8
50
(
10
3
0)

6
0

20
0

57
0
(7
5
0)

2
0
0

60 180 60

300

D

削孔φ26×400　樹脂注入

D16W 1W 1 '

D16W 2W 2 '

D13W 4W 3

W 4W 3' '

10240

400

150

6
0

14
3
0

37
5
(4
5
5)

15
0
(2
0
0)

87
5
(6
9
5)

15
5
0

6
0

15
0
(2
0
0)

10 240

10 240

D16P 1

D16P 2

D16P 4

D13P 5P 5 '

300

60 180 60

P 1

P 2

'

'

10240

326.8(400)

76.8(80)

削孔φ26×330　樹脂注入

6
0

75
5
(5
7
5)

60

87
5
(6
9
5)

175 180 60

475

60

削孔φ26×250　樹脂注入

E-E(F-F) 断面図 S=1:10

D

BC

C

B

D13W 3

D13W 3'

D13W 6

D16W 2 D16W 2'

P 1
P 1'

W 2

582

75.4

5
22
(
70
2
)

5
22
(
70
2
)

75
.4

582

鉄筋加工図 S=1:10

10-D16×1180W 1 10-D16×1180

1
92

102

1
33
4

75
75
.4

19
2

102

1
33
4

75 75

16-D16×2230P 3 16-D16×2230P

1
92

102

75
75

19
2

102
75

75.4

4

432

432

3
2
7(
4
07
)

75

75
.4

67
5
(8
5
5)

3
2
7(
4
07
)

10-D16×840P 210-D16×840P 1

D16

D13W 4

D13W 4'

3000 1500

'

D13P 6

3
2
7.
5

15
5
0

3
27
.
5

3
1
0

27
5

9
0

1
10

1
10

D16

8
75

1
10

3
2
7.
5

32
7
.5

1
1
0

D13P 5

P 5' D13

D13P 6

D13

1
10

23
7
.5

23
7
.5

11
0

6
9
5

W 1 W 1'

E

E

F

F

P 6'

15
6

102

8
1
1(
99
1
)

11-D13×1200W 4

61
61

1
5
6

102

81
1
(9
9
1)

61
61

11-D13×1200W 3

44

48

4400

13-D13×4400P 6

3600

10-D13×3600W 7

D13W 5

D13W 7

D13W 7'

D13P 6'

 2-D13×1400W 7' 2-D13×2900P 6'

 2-D13×1550P 6''

10 15d

d

d+
1
0

エポキシ樹脂材

アンカー部詳細図 S=1:5

320

61

10-D13×1440P 5

 5-D16×920P 2' 5-D16×920P 1'

 6-D13×1260P 5'

W 5 16-D16×760

W 2'  5-D16×1360W 1'  5-D16×1360

 5-D13×1380W 4' 5-D13×1380W 3'

20
0

102

20
0

61
61

W 6  1-D13×630

'

長さ 単位質量 1本当り質量 質量 摘要

(mm) (kgf/m) (kgf) (kgf)

D16 840 10 1.56 1.31 13

D16 920 5 1.56 1.44 7

D16 840 10 1.56 1.31 13

D16 920 5 1.56 1.44 7

D16 2230 16 1.56 3.48 56

D16 2230 16 1.56 3.48 56

D13 1440 10 0.995 1.43 14

D13 1260 6 0.995 1.25 8

D13 4400 13 0.995 4.38 57

D13 2900 2 0.995 2.89 6

D13 1550 2 0.995 1.54 3 kg

D13 88

D16 152 kg

合　　計 240 kg

長さ 単位質量 1本当り質量 質量 摘要

(mm) (kgf/m) (kgf) (kgf)

D16 1180 10 1.56 1.84 18

D16 1360 5 1.56 2.12 11

D16 1180 10 1.56 1.84 18

D16 1360 5 1.56 2.12 11

D13 1200 11 0.995 1.19 13

D13 1380 5 0.995 1.37 7

D13 1200 11 0.995 1.19 13

D13 1380 5 0.995 1.37 7

D13 760 16 0.995 0.76 12

D13 630 1 0.995 0.63 1

D13 3600 10 0.995 3.58 36

D13 1400 1 0.995 1.39 1

D1 3 90 kg

D16 61 kg

合　　計 151 kg

記号 径 本数

記号 径 本数

P 1

P 1

P 2

P 2

P 3

P 4

P 5

P 5

P 6

P 6

P 6

'

'

'

'

'

'

W 1

W 1

W 2

W 2

W 3

W 3

W 4

W 4

W 5

W 6

W 7

W 7

'

'

'

'

'

D16   480 0.75H 1 4 1.56 3

削孔φ26×250　樹脂注入

D16H 1

仮受ジャッキ用補強鉄筋

H 1  4-D16×480

480

240 10

※ ( )内の数値はF-F断面を表す。

D16P 3

70230

18526512@300=3600265

230

4500

185

70

702309@300=3900230

18512@300=3600265 265

70

185

A-A 断面図 S=1:20

7
4
.5

1
5
1 74

.
5

5
6
0

1
76
.
5

1
5
174

.
5

7
3

D13

D16

D16

D16

D13

A1
背
面
側

A
2
側

3
0
0

5
6
0

47
5

13
3
5

709@300=2700

E

E

D16

900230

F

F

D13

D13

D16

1440 120 670120

D16P 4P 3

P 5

P 2P 1

W 2W 1

H 1

W 4W 3

P 5'

P 2P 1 ''

W 2W 1 ''

W 4W 3 ''

A

A

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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492

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉177

図示A2橋台胸壁及び縁端拡幅配筋図

3700

7010@300=3000

1
1
0

3
@3
2
0=
9
60

2
80

11
0

1
55
0

70

210 290 9@300=2700 290 210

280 10@300=3000 280 70

15
0

4
00

15
0 D13

D16

D16

D13

D13

D13

D16

70 280 280

D16

D16

D16

W 1

P 1

W 2

W 4

W 3

P 4

P 3

P 2

210 290 9@300=2700 290 210

70 280 10@300=3000 280 70

3700

1
00

1
00

210 290 9@300=2700 290 210

70 280 10@300=3000 280 70

3700

7
4

74

D16P 3

D16P 4

D16P 2

D16P 1

D16W 1

D16W 2

D13

D13W 3

W 4

3
00

B

400

10 240 150

B
10 240 50

300

C

A

A

7010@300=300070 280 280

P 5

210 290 9@300=2700 290 210

64 280 10@300=3000 280 76

7
80

3
00

13
8
0

C

削孔φ26×250　樹脂注入

30
2

75

3
02

492

75.4

19
2

102

1
33
4

1
5
50

75.475
.4

1
92

102

1
33
4

75.4 75
.4

A2橋台胸壁及び縁端拡幅配筋図

A-A 断面図 S=1:15

B-B 断面図 S=1:15

300

9
0
0

582

4
5
2

75

1
56

102

7
4
1

582

45
2

75

鉄筋加工図 S=1:10

87
0

6
8
0

300

327.5

D

D

D-D 断面図 S=1:10

12-D16×870P 1 12-D16×870P 2

13-D16×2230P 3 13-D16×2230P

12-D16×1110W 1 12-D16×1110W 2

13-D13×1130W 3 13-D13×1130W 4

A1
側

19
2

102

75
.4

75.4

1
92

102
75
.4

75.4

A2
背
面
側

3600

12-D13×3600P 5

3600

8-D13×3600W 6

D16P 3 D16P 4

D16P 2

D16P 1

D16W 1

D16W 2

4

削孔φ26×400

削孔φ26×300

6161

1
5
6

102

7
41

61 61

60
60

20
0

7
8
0

5
0
0

2
00

6
0

8
10

1
5
0

3
8
0

1
5
0

樹脂注入

樹脂注入

30
2

10240

10240

156
48

238.4

19
0.
5

44

D13W 3 W 4

13-D13×680W 5

1
51

7
4

7
4

1
51

10 15d

d

d+
1
0

エポキシ樹脂材

アンカー部詳細図 S=1:5

W 6

長さ 単位質量 1本当り質量 質量
摘要

(mm) (kgf/m) (kgf) (kgf)

D16 870 12 1.56 1.36 16

D16 870 12 1.56 1.36 16

D16 2200 13 1.56 3.43 45

D16 2200 13 1.56 3.43 45

D13 3600 12 0.995 3.58 43

D1 3 43 kg

D16 122 kg

合　　計 151 kg

長さ 単位質量 1本当り質量 質量
摘要

(mm) (kgf/m) (kgf) (kgf)

D16 1110 12 1.56 1.73 21

D16 1110 12 1.56 1.73 21

D13 1130 13 0.995 1.12 15

D13 1130 13 0.995 1.12 15

D13 680 13 0.995 0.68 9

D13 3600 8 0.995 3.58 29

D1 3 68 kg

D16 45 kg

合　　計 113 kg

記号 径 本数

記号 径 本数

90

3700

C-C 断面図 S=1:15

60 180 60

360

60 180 120

60 180 60

D13W 5

W 1

W 2

W 3

W 4

W 5

W 6

P 1

P 2

P 3

P 4

P 5

24010

D16H 1
削孔φ26×250

樹脂注入 D16H 1

D16 4 0.75H 1 480 1.56 3

H 1  4-D16×480

480

仮受ジャッキ用補強鉄筋

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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平面図 S=1:50

伸縮装置工

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉178

図示
伸縮装置工、排水管取替工

3045

75

25 2525

50

20
35

20

75

C

現場孔明 φ12

C

2525

75

45 30

50

25

φ12×20長孔(平鋼側)

φ12孔(山形鋼側)

a-a 断面図

3030

60

370

　　②　4-PL 75×4.5×495

　  ①　2-VP φ75×970

　  ③　1-L 75×75×6×75

    ④ 12-B.N.2W  W  ×25

  　⑤ 12-B.N.2W  W  ×32

3/8

3/8

  　⑥　3-排水目皿　呼び径75（ﾆｯｹﾙｸﾛﾑめっき仕上げ）

A

A

A

A

B

B

7
0

20～65
(25～35)

プライマー塗布プライマー塗布

樹脂材

バックアップ材
2
0
0以

上

排水目皿

250 4000(3200) 250

10
0

10
0a

C

C

D

D

75

削孔φ110×200

伸縮装置工

排水管設置工 排水管設置工

排水管設置工

C-C(D-D)断面図 S=1:25

a

a-a 断面図 S=1:5

A-A(B-B)断面図

①

現場孔明 φ12 現場孔明 φ12

20
35

20

75

②

③

エポキシ樹脂注入

②

②

⑤

①

②

③

④

       (1-VP φ75×650)

　　   (2-PL 75×4.5×275)

④⑤

　  Co

※ (　)内の数値はD-D断面を表す。

注）(　)内の数値はB-B断面を表す。

排水管取替工図

伸縮装置工、排水管取替工及び雑工図

モルタル充填工

　  L=6550、W=50、D＝300

モルタル充填工

　  L=2730、W=50、D＝300

雑工図 S=1:50

支持金物詳細図S=1:10 S=1:5

a a

工及び雑工図

伸縮装置工図

伸縮装置(SMジョイント同等品)

1:
1.
5

掘削

500 540

掘削

既設石積み

1040

1630

すり付け範囲 *1

*1：①の掘削断面から現況地盤

へすり付けるものとする。

①

伸縮量 最大遊間量 標準施工厚

SMジョイント 60mm以下 75mm以下 170mm以下

伸縮装置性能表

　 位置は、現況橋座前面よりA1橋台では560mm、A2橋台では780mm下がった位置をコン

　 現況床版端面との離隔が、20mm以下もしくは75mm以上となる場合は、胸壁位置の見

　 直しを行い、現況床版との離隔が20mm～75mmの範囲に収まるように調整を行うこと。

※ 既設上部工は回転により橋台と平行ではないことから、新たに構築する胸壁の前面

　 トロールとする。

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉179

図示支承工構造図（その１）

5
0

5
0

580 580

6
363

D

D

50
63

420

支承工構造図（その１）

425175 135

170 170 85

735

(90)(165)

D'

D'

E

A A

B B

A-A 断面図

700 2300 1070 430

250 4000 250

250 4000

B-B 断面図

C-C 断面図

250

25
5

1
70

1
35

2
60

16
5

1
35

2
60

16
5

1
35

580 580 420

C

C

S=1:20

S=1:20

S=1:20

D-D(D'-D') 側面図 S=1:20

E

63
5
0

380

250 3200 250

250 3200 250

H H

F-F 断面図 S=1:20

G-G 断面図 S=1:20

F F

5
0

580

63

I

580

I'

5
0

6
3

E-E 側面図 S=1:20

63
5
0

380

425175 135

175 170

735

500

35060 370

105 445

780

(440)(140)
170

1
75

17
5

37
0

19
0

1
6
0

37
0 5
00

3
80

4
2
5

4
2
5

4
2
5

25

35

30

50 60 6@50=300 60 50

5
0

63

2
1
0 25
0

1
0

3
803
80

5
6
0

4
0

4
@
11
0
=4
4
0

4
0

3
9

2
0

3@
1
09
=
30
9

39

2
0

42
7

②

① ① ①

⑥ ⑤

④ ③ ⑤ ③

5
60

40

4
@1
1
0=
4
40

4
0

2
0

2
0

42
7

39

3@
1
09
=
30
9

39

2
0

2
0

80

6
3

2
50

10

5
0

2
1
0

520

365

10050

25

35

50 65 5050

沓座詳細図 S=1:10

I I'

I-I(I'-I') 側面図 S=1:20

700 2300 700

580 580

H-H 平面図 S=1:20a-a

a

a

3
5
0

5
00

37
0

3
5
0

A1、A2橋台(G1,G2)

6
3

50

G G

360

30 6@50=300 30

365

32.5 6@50=300 32.5

沓座詳細図 S=1:10

A1橋台(G3)

b-b

G2

G2 G3

G1

G3

G2G1

290

5045

25

35

105

30

90

6
3

25
0

10

5
0

2
1
0

a'- a'

S3S1 S2

S2

S3

S2

S1

30

3030

30
3030

S1

S4

3030

S4

S1
長さ 単位質量 1本当り質量 質量 摘要

(mm) (kgf/m) (kgf) (kgf)

S1 D10 365 31 0.56 0.20 6

S2 D10 520 24 0.56 0.29 7

S3 D10 290 22 0.56 0.16 4

S4 D10 360 9 0.56 0.20 2

合　計 19 kg

記号 径 本数

①　 8-L 90×90×10×560

  　20-HTB  M20×55

②　 2-L 90×90×10×427

  　 4-HTB  M20×55

④ ③

③　 5-フラットジャッキ FJ-10

④　 3-PL 180×180×30

⑤　 2-PL 180×180×40

A1 A2

G1

G3

G2

G1 G2

G2 G1 G3

A2
背
面
側

A
1
側

A
1背

面
側

A2
側

配置図

a'

a

a'

※ 施工後、①②は残置、③④⑤は撤去

2
0

2
0

5
6
0

4
@
11
0
=4
4
0

4
0

①

④ ③

2
0

2
0

40

56
0

4@
1
10
=
44
0

4
0

20
2
0

40

56
0

40

4@
1
10
=
44
0

4
0

20
2
0

56
0

4
0

4@
1
10
=
44
0

4
0

20

※ ( )内の数値はI'-I'側面を表す。※ ( )内の数値はD'-D'側面を表す。

※ a-aはA1橋台を、a'- a'はA2橋台を表す。

①

③

④
③

⑤

①

②

a

a'

a

a'

b

b

③

④

令和8年度　道路メンテナンス事業　竹平橋　修繕工事
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1710

図示支承工構造図(その2)

支承工構造図(その2) S=1:10

Ｒ

Ｒ最 大 活 荷 重 反 力 L+I

δcl照査荷重時変位量 (RL+I/2)

支  承  条  件

最 大 反 力  回転照査用 Ｒmax2

最 大 死 荷 重 反 力

Ｒmax最 大 反 力

設 計 条 件

回 転 変 位 量 δr

変
地震時

常時

ΔLe2

橋軸方向

橋軸直角方向

橋軸方向

ΔL1

ΔLe1
平
水

位
量

D

材  料  表（1基あたり）

ゴム支承

アンカ－ボルト・ナット

ソールプレート

名 　称

Ge=0.8N/mm2

材   質

CR+SS400

S35CN

SM490A+SS400

2

4

2

備 　　考

3

注）1. ○印は、ST-SG仕様とする。

1

2

ナット含む

全質量  (kg)

注）2. 質量は参考質量とする。

セットボルト 84

六角ボルト4 M16xL　強度区分8.8

平座金付

平座金付

組　　立　　図
ゴ ム 支 承（CR+SS400）1 S=1:10

4.2

0.0

13.8

A1-枝数量

18.0

A1-枝

KN

KN

KN

KN

mm

mm

mm

mm

mm

---

---

---

---

---

積層詳細図 S=1:3

橋
軸

方
向

15
0

17
0

200

220

4
1

3

4.
5

8 2
.
3

8

2.
3

3

4
1

（CR）

ゴム厚 te=8mm×3層

ナジミ層
上鋼板 4.5mm×1層

内部鋼板 2.3mm×2層（SS400）

※　アンカーボルト位置及びソールプレート形状は現地調査後決定のこと。

30

20

20

20

配　　置　　図

M

A1

2.
3

8

A1

KN

KN

KN

KN

mm

mm

mm

mm

mm

---

---

0.24

0.50

160

80

90

150

F

A2

アンカ－ボルト・ナット・ワッシャ－（S35CN）3

(SGめっき） S=1:10

A2A1

FM

注）3. セットボルト長は現地状況確認の上、適宜決定のこと。

2

1

3

4

50
3
20 3
7
0

Φ25

M24

1
9

1
4
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橋軸方向橋軸直角方向
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2

1

3

4

1

0
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個 個重量(kg) 重量(kg)
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2
2

4
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橋軸方向橋軸直角方向

M

A1枝

下鋼板 2.3mm×1層（SS400）

A2

KN

KN

KN

KN

mm

mm

mm

mm

mm

---

---

0.0

0.21

0.50

150

80

80

150

4.2

3.3

21.6

A2数量

58.2

---

2

4

2

8

個 重量(kg)

12.412.4

M

A1

F

A2

※　アンカーボルト位置及びソールプレート形状は現地調査後決定のこと。

※　ずれ止めの6mm厚のプレートのみSS400とする。
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(SGめっき）

ソールプレート（SM490A+SS400）2 S=1:10
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1711

図示

③ ﾌﾗｯﾄｼﾞｬｯｷ設置

② ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用補剛材取付け

① 縁端拡幅工

⑥ 橋台背面掘削

⑤ 支承撤去

L-90×90×10×560(SS400)

④ ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ

⑦ 胸壁撤去

縁端拡幅工

380

高さ調整用PL

フラットジャッキ ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用補剛材

L-90×90×10×430(SS400)

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用補剛材

L-90×90×10×560(SS400)

180×180×30

フラットジャッキ

FJ-10

ジャッキアップ

900

支承撤去

支承撤去

G2

G1

G3

G2

G1

G3

FJ-10

1:0.516
5
0

高さ調整用PL

180×180×30

胸壁撤去床掘り

支承撤去

胸壁撤去 ジャッキアップ

ジャッキアップ用補剛材

フラットジャッキ

FJ-10

高さ調整用PL

180×180×30

縁端拡幅工

G2

G1

G3

G2

G1

G3

A1橋台支承取替工要領図（その１） S=1:20

A1橋台支承取替工要領図（その１）

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側
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⑧ 橋座はつり

橋座背面はつり

600

4
00

⑨ 支承取付け

⑭ 胸壁工

沓座モルタル打設

胸壁工

橋座Co打設

埋戻し

⑫ 沓座モルタル工

⑪ 橋座コンクリート工

橋座背面はつり

橋座背面はつり

支承取付け

支承取付け

支承取付け

胸壁工及び橋座Co打設

ｼﾞｬｯｷ撤去

沓座モルタル打設

58
0

42
0

沓座モルタル打設

埋戻し
ｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝ及び撤去

ｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝ及び撤去

⑬ ジャッキダウン及び撤去

600

600

600

5
8
0

58
0

42
0

425

425

425

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1712

図示

5
8
0

G2

G1

G3

G2

G1

G3

G2

G1

G3

A1橋台支承取替工要領図（その２） S=1:20

⑩ 均しコンクリート

⑮ 埋戻し

A1橋台支承取替工要領図（その２）

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1713

図示A2橋台支承取替工要領図（その１）

A2橋台支承取替工要領図（その１） S=1:20

L-90×90×10×560(SS400)

900

1:
0.
5

胸壁撤去

1
55
0

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用補剛材

⑥ 橋台背面床掘り

⑤ 支承撤去

④ ジャッキアップ

⑦ 胸壁撤去

フラットジャッキ

FJ-10

支承撤去

ジャッキアップ用補剛材

L-90×90×10×427(SS400)

③ ﾌﾗｯﾄｼﾞｬｯｷ設置

② ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用補剛材取付け

床掘り胸壁撤去

フラットジャッキ

FJ-10

床掘り

G2

G1

床掘り

埋戻し 均しCo

コンクリート張工

縁端拡幅工

高さ調整用PL

180×180×40

G2

G1

床掘り 縁端拡幅工

① 床掘り

③ 縁端拡幅工

② 均しコンクリート工

④ 埋戻し工

⑤ コンクリート張工

L-90×90×10×560(SS400)

ジャッキアップ用補剛材

支承撤去

ジャッキアップ

床掘り

10
0
0

500

G1

G2

G1

G2

780

1030

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1714

図示

A2橋台支承取替工要領図（その２） S=1:20

⑧ 橋座はつり

橋座背面はつり 支承取付け

ジャッキダウン及び撤去

58
0

5
8
0

350

橋座背面はつり

橋座背面はつり

支承取付

支承取付け

⑨ 支承取付け

沓座モルタル打設

橋座Co打設

胸壁工 埋戻し

ジャッキダウン及び撤去

胸壁工及び橋座Co打設

⑭ 胸壁工

⑪ 沓座モルタル工

⑩ 橋座コンクリート工

⑫ ジャッキダウン及び撤去

350

5
80

5
8
0

350

350

沓座モルタル打設

沓座モルタル打設

4
00

350

⑮ 埋戻し

A2橋台支承取替工要領図（その２）

⑬ 均しコンクリート工

G2

G1

G2

G1

G1

G2

下流側

上流側

下流側

下流側

上流側

上流側
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M
F

A1
A2

G2

G1

G3

1500 4500(4400) 1500

やらず φ48.6@3600

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1715

図示上部工足場工図

37001500 1500

4500925 840

3700925 925

たてじ φ48.6@1800

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

吊チェーン

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート足場板ころばし φ48.6@900

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

上部工足場工図

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

@1800

@1800

@1800

@1800 @1800

@1800 @1800

吊チェーン

@1800

朝顔設置範囲 12100

吊足場設置範囲 9900

吊足場設置範囲 9900

朝顔設置範囲 10500

A1 A2

吊足場設置範囲 9900

朝顔設置範囲 12100(10500)

側面図

平面図

A-A 断面図

AB C D

AB C D

B-B 断面図

C-C 断面図

D-D 断面図

※ (　)内の数値は上流側を表す。

石積み設置範囲 ※ 石積み設置範囲には足場を設置できないので

　 石積みの内側に防炎シート+剥離剤養生シート

　 設置し、剥離剤が外部に漏出しないように養

　 生を行うものとする。

4
4
00

37
0
0

4
50
0
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M
F

A1
A2

G2

G1

G3

1500 4500(4400) 1500

やらず φ48.6@3600

令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1716

図示足場工図

37001500 1500

4500925 840

3700925 925

たてじ φ48.6@1800

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

吊チェーン

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート足場板ころばし φ48.6@900

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

やらず φ48.6@3600

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

足場工図

防炎シート+剥離剤養生シート

板張り防護

吊チェーン

たてじ φ48.6@1800

@1800

@1800

@1800

@1800 @1800

@1800 @1800

吊チェーン

@1800

朝顔設置範囲 12100

吊足場設置範囲 9900

吊足場設置範囲 9900

朝顔設置範囲 10500

A1 A2

吊足場設置範囲 9900

朝顔設置範囲 12100(10500)

側面図

平面図

A-A 断面図

AB C D

AB C D

B-B 断面図

C-C 断面図

D-D 断面図

※ (　)内の数値は上流側を表す。

石積み設置範囲 ※ 石積み設置範囲には足場を設置できないので

　 石積みの内側に防炎シート+剥離剤養生シート

　 設置し、剥離剤が外部に漏出しないように養

　 生を行うものとする。
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0
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4
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令 和 年 度 工 事 番 号

徳島県 神山町
製

図

設

計

課

長

所 属 年 度

工 事 種 別

施 行 箇 所

名 称

図 名

図 面 番 号 第 号

縮

尺

図 面 総 数 葉1717

図示下部工足場及び支保工図

5400

1
1
50

300

6
9
5

475

3500

560 300

1000

9
7
0

18
0

4500

8
75

1
5
50

6
75

5400

450 4500 450

A

A

A1橋台

下部工足場及び支保工図

正面図

平面図

A

A

B

B

A-A 側面図

S=1:25

870

1230

5400

手
摺

2
0
80
(
66
0
)

型枠

型枠

単管パイプφ48.6

足場板

8
70

10
0

16
5
0

型枠

型枠

型枠 足場板

単管パイプφ48.6

A
1背

面
側

A
2
側

500

下流側上流側

13
3
5

300

475300

6
9
5

1
5
50

8
5
5

B-B 側面図

870

1230

手
摺

6
60

型枠

型枠

単管パイプφ48.6

足場板

1
1
50

10
0

16
5
0

450 450

9
7
0

型枠(発泡ｽﾁﾛｰﾙ)

型枠

8
75

型枠(発泡ｽﾁﾛｰﾙ)

型枠

560

1000

足場及び支保工

※ 新たに構築する胸壁の前面位置は、現況橋座前面より560mm下がった位置とするが、

　 現況床版端面との離隔が、20mm以下もしくは75mm以上となる場合は、胸壁位置の見

　 直しを行い、現況床版との離隔が20mm～75mmの範囲に収まるように調整を行うこと。
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